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柳
野
　
大
和
　
議
員

◎ 

中
央
診
療
所
の
医
師
問
題
に
つ

い
て

　
松
野
町
中
央
診
療
所
長
が
５
月

25
日
の
区
長
・
組
長
合
同
会
で
、

来
年
３
月
末
日
で
退
職
す
る
意
思

を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
過
疎
地
で

の
医
師
不
足
は
深
刻
な
問
題
で
あ

り
、
今
回
の
退
職
表
明
は
、
町
民

か
ら
不
安
と
心
配
の
声
が
高
ま
っ

て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今
後
の
地

域
医
療
は
ど
の
よ
う
な
体
制
で
取

組
を
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

【
町
長
答
弁
】

　
５
月
25
日
の
区
長
・
組
長
会
で

中
央
診
療
所
兼
光
所
長
か
ら
来
年

３
月
末
日
で
退
職
す
る
旨
の
意
思

表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
退
職
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
松

野
町
の
人
口
４
千
500
人
は
多
く
、

自
分
の
思
っ
て
い
る
地
域
医
療
が

で
き
な
い
の
が
現
状
で
、
気
力
・

体
力
に
限
界
を
感
じ
て
お
り
、
残

り
の
医
師
人
生
を
人
口
、
千
人
か

千
500
人
程
度
の
地
域
で
、
理
想
と

す
る
医
療
を
し
た
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
わ
た
く
し
に
対
し
て
意
思
表
示

が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
は
、
今
年
の

３
月
23
日
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
数
回
に
亘
り
、
慰
留

に
努
め
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な

▼ 

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
千
105
万
７

千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
総

額
を
26
億
５
千
５
万
７
千
円
に

す
る
も
の
で
、
お
も
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

・ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
282
万
８
千
円

・ 

土
地
改
良
区
運
営
支
援
基
金
の

設
置
に
係
る
積
立
金
660
万
円

・ 

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業

費
補
助
金
635
万
円

・ 

農
林
公
社
農
業
研
修
生
補
助
金

108
万
円

・ 

お
さ
か
な
館
教
育
普
及
事
業
費

300
万
円

・ 

東
小
学
校
・
西
小
学
校
の
屋
内

運
動
場
の
耐
震
診
断
委
託
料
340

万
円

◎ 

平
成
22
年
度
松
野
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
） 

可
決

▼ 

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
376
万
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
総
額
を
５
億

８
千
876
万
円
と
す
る

◎ 

平
成
22
年
度
松
野
町
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

可
決

▼ 

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
170
万
３
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
９
千
570
万
３
千
円
と
す
る

◎ 

平
成
22
年
度
松
野
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

可
決

一 

般 

質 

問

松
野
町
議
会
定
例
会

 

平
成
22
年
第
２
回

　
第
２
回
松
野
町
議
会
定
例
会

が
、
６
月
18
日
に
招
集
さ
れ
、
18

日
と
29
日
に
提
出
議
案
等
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

報
　
　
告

◎ 

鬼
北
土
地
開
発
公
社
に
関
す
る

報
告
に
つ
い
て

◎ 

株
式
会
社
松
野
町
農
林
公
社
に

関
す
る
報
告
に
つ
い
て

◎ 

平
成
21
年
度
松
野
町
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ

い
て

◎ 

平
成
21
年
度
松
野
町
国
民
健
康

保
険
中
央
診
療
所
特
別
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い

て
◎ 

財
団
法
人
松
野
町
観
光
公
社
に

関
す
る
報
告
に
つ
い
て

承
　
　
認

◎
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

・ 

松
野
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

・ 

松
野
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

・ 

過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産

税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

・ 
平
成
22
年
度
松
野
町
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

発
　
　
議

◎ 

松
野
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

可
決

条
　
例
　
等

◎ 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て 

可
決

◎  

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て 

可
決

◎ 

松
野
町
土
地
改
良
区
運
営
支
援

基
金
条
例
に
つ
い
て

修
正
可
決

予
　
　
算

◎ 

平
成
22
年
度
松
野
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）修

正
可
決

▼ 

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
12
万
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

５
億
２
千
112
万
円
と
す
る

◎
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て可

決

▼ 

平
成
21
年
度
地
域
情
報
通
信
基

盤
整
備
推
進
交
付
金
事
業
整
備

工
事
に
係
る
委
託
契
約

同
　
　
意

◎ 

松
野
町
固
定
資
産
評
価
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼ 

曽
根
藤
光
氏
（
豊
岡
）
を
再
任

す
る
こ
と
に
同
意

選
　
　
挙

◎ 

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
議

会
議
員
の
選
挙

▼ 

議
長
指
名
推
選
に
よ
り
村
尾
重

利
議
員
が
当
選

意
　
　
見

◎ 

持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
推
進

を
求
め
る
意
見
書

◎ 

口
蹄
疫
の
防
疫
対
策
強
化
を
求

め
る
意
見
書

そ
　
の
　
他

◎ 

村
尾
重
利
議
員
に
対
す
る
処
分

の
件
に
つ
い
て

▼ 

「
公
開
の
議
場
に
お
け
る
陳
謝
」
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改
革
・
条
件
等
に
つ
い
て
打
診
し

て
も
退
職
の
意
思
が
固
く
、
意
向

は
変
わ
ら
な
い
状
況
で
あ
り
、
今

年
の
５
月
11
日
に
、
議
会
の
全
員

協
議
会
に
お
い
て
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
と
て
、
ま
だ
ま
だ
諦
め
き
れ

な
い
心
境
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご

本
人
の
医
師
と
し
て
の
生
き
方
や

将
来
の
希
望
も
お
察
し
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
も
承
知
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　
兼
光
所
長
は
、
平
成
10
年
、
42

歳
の
と
き
に
、
中
央
診
療
所
長
と

し
て
お
迎
え
し
、
就
任
当
初
は
県

か
ら
配
置
の
自
治
医
科
大
学
卒
の

医
師
２
名
と
の
３
人
体
制
で
診
療

所
を
運
営
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
平
成
16
年
度
か
ら
は
、
医
師

の
臨
床
医
制
度
に
よ
り
、
医
師
不

足
が
深
刻
と
な
り
、
県
か
ら
配
置

さ
れ
る
医
師
が
１
名
減
に
な
り
、

２
人
体
制
で
、
１
日
100
人
余
り
の

外
来
患
者
、
19
床
の
入
院
施
設
、

３
つ
の
出
張
診
療
所
の
ほ
か
、
在

宅
医
療
、
宅
直
医
、
産
業
医
、
学

校
医
、
嘱
託
医
、
協
力
医
な
ど
、

本
町
の
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
連

携
に
よ
る
地
域
医
療
に
情
熱
を

持
っ
て
、
町
民
の
命
と
健
康
、
安

心
の
確
保
の
た
め
に
、
24
時
間
、

３
６
５
日
、
ま
さ
に
超
人
的
に
奔

走
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
お
か
げ
で
経
営
的
に
も
平

成
16
年
度
に
は
１
億
２
千
万
円
も

の
繰
越
金
を
も
ち
、
優
秀
な
運
営

に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
平

成
17
年
度
か
ら
20
年
度
ま
で
の
４

年
間
は
、
診
療
所
施
設
の
起
債
償

還
金
を
診
療
所
会
計
で
負
担
し
て

い
た
だ
き
、
厳
し
い
町
の
財
政
の

負
担
を
軽
減
し
て
い
た
だ
い
た
経

緯
も
あ
り
、
感
謝
の
念
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

　
一
方
、
兼
光
所
長
は
、
今
後
、

当
面
２
人
体
制
し
か
望
め
な
い
現

状
の
中
、
後
任
医
師
の
こ
と
も
考

え
ら
れ
て
、
診
療
所
を
守
る
た
め

に
は
、
医
師
の
負
担
を
減
ら
し
な

が
ら
、
効
率
的
な
運
営
を
し
な
け

れ
ば
と
の
心
配
も
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
全
国
的
に
医
師
が
不
足
し
て
お

り
、
県
下
で
も
東
予
地
域
、
八
幡

浜
地
域
の
総
合
病
院
の
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
、
近
隣
の
町
立
病
院
の
医

師
の
激
減
、
そ
の
他
県
下
の
公
的

医
療
機
関
に
ま
で
も
深
刻
な
状
態

が
続
い
て
い
る
の
は
マ
ス
コ
ミ
等

で
も
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

　
松
野
町
も
、
兼
光
所
長
の
退
職

の
意
思
表
示
を
受
け
、
今
ま
で

培
っ
て
き
た
松
野
町
の
地
域
医
療

が
崩
壊
の
危
機
に
面
す
る
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
後
任
の
確
保
に
つ

い
て
は
最
大
限
の
努
力
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
現
状
に
お
い
て
、
出
来
る
限
り

の
医
師
確
保
に
関
す
る
情
報
を
取

得
し
、
各
関
係
機
関
や
団
体
に
依

頼
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
、
当

町
に
ご
縁
の
あ
る
方
に
も
お
願
い

し
て
い
る
所
で
す
。

　
現
在
ま
で
の
、
医
師
確
保
に
関

す
る
状
況
に
つ
い
て
は
、
県
当
局

に
対
し
て
の
更
な
る
支
援
と
協
力

依
頼
、
地
元
・
県
の
医
師
関
係
団

体
等
へ
の
依
頼
並
び
に
求
人
申
込

登
録
、
県
内
大
学
医
学
部
へ
の
医

師
派
遣
要
望
書
提
出
、
全
国
自
治

体
病
院
協
議
会
（
医
師
求
人
求
職

セ
ン
タ
ー
）
へ
の
陳
情
、
松
山
市

医
師
会
関
係
者
へ
の
依
頼
、
過
疎

の
地
域
事
情
を
共
有
す
る
県
内
自

治
体
へ
の
情
報
提
供
依
頼
、
近
隣

市
町
の
第
二
次
・
第
三
次
医
療
機

関
へ
の
協
力
依
頼
、
県
外
の
近
隣

市
の
医
療
関
係
者
へ
の
情
報
提
供

の
依
頼
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用

サ
イ
ト
の
活
用
、
地
元
出
身
の
医

師
と
も
接
触
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
医
師
確
保
の
た
め
に
様
々
な

手
段
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
議
会
議
員
各
位
に
は
、
こ
の
危

機
的
な
状
況
を
お
察
し
い
た
だ

き
、
医
師
確
保
に
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
来
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
医

師
確
保
に
最
大
限
の
努
力
を
払

い
、
新
体
制
の
も
と
で
、
ど
の
よ

う
な
診
療
所
運
営
が
松
野
町
に

と
っ
て
最
善
な
の
か
、
松
野
町
の

地
域
医
療
に
つ
い
て
、
医
師
を
中

心
と
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
意
見

を
十
分
に
聴
き
、
議
会
と
も
ご
協

議
を
重
ね
な
が
ら
、
住
民
の
理
解

を
得
て
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平成22年７月11日執行
第22回参議院議員通常選挙結果

◎参議院選挙区選出議員選挙結果

◎参議院比例代表選出議員選挙結果

候補者氏名 得票数
田中かつひこ １３３

コオリ　昭浩 ５６

山 本　 順 三 １，６０６

おかひら知子 １，０２５

計 ２，８２０

名簿届出政党等の名称 得票数 名簿届出政党等の名称 得票数
幸 福 実 現 党 　　5 社 会 民 主 党 60
み ん な の 党 1,017 た ち あ が れ 日 本 28
民 主 党 721 日 本 創 新 党 11
女 性 党 　10 国 民 新 党 59
自 由 民 主 党 610 公 明 党 254
新 党 改 革 11 日 本 共 産 党 51

合　　　　計 2,837

※各政党の名簿登載者別の得票数は紙面の都合により省略。

◎有権者数及び投票率（選挙区）

有権者数 ３，８０６人

投票者数 ２，９５０人

投 票 率 ７７．５１％

　第22回参議院議員通常選挙は、７月11日投票、即日開票されま
した。

　当町の投開票の結果は次のとおり。
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夏
の
風
物
詩｢

森
の
国
の
夏
祭

り
２
０
１
０｣

が
８
月
13
日
㈮
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
14
日
㈯
は
吉
野
生
地
区
・
目
黒

地
区
の
盆
踊
り
大
会
、
15
日
㈰
は

豊
前
地
区
の
夏
祭
り
で
す
。
祭
り

の
準
備
は
着
々
と
進
ん
で
い
ま

す
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
森
の
国
の
夏
祭
り
は
、
今
年
で

14
年
目
を
迎
え
ま
す
。
盆
踊
り
大

会
、
太
鼓
の
演
奏
や
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
、
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
な

ど
楽
し
い
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。
盛
大
な
花
火
大
会
も
お
見

逃
し
な
く
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
後
日
新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
当
日
は
宇
和
島
駅
か
ら
お
祭
り

列
車
が
運
行
し
ま
す
。
ま
た
夏
祭

り
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
も
開
催

し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

　
夏
祭
り
実
行
委
員
会
で
は
、
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
祭
り
で

感
動
の
汗
を
な
が
し
ま
し
ょ
う
。

　
14
日
㈯
、
吉
野
生
地
区
の
盆
踊

り
大
会
に
は
、
昔
な
が
ら
の
お
施

餓
鬼
供
養
や
保
育
園
児
の
盆
踊

り
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
等
が
行
わ
れ

ま
す
。
上
在
地
区
の
夜
空
を
彩
る

花
火
も
見
事
で
す
。

　
目
黒
地
区
で
は
毎
年
伝
統
の
昔

踊
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ふ
る

さ
と
の
お
盆
を
楽
し
む
目
黒
地
区

の
盆
踊
り
を
町
内
の
皆
さ
ん
是
非

ご
覧
あ
れ
！

　
も
ち
ろ
ん
花
火
も
上
が
り
ま

す
。

　
15
日
㈰
は
、
豊
岡
前
地
区
の
夏

祭
り
が
豊
岡
前
集
会
所
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
す
。
部
落
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
、
地
区
住
民
一
丸
と
な
っ
て

の
名
物
行
事
、
打
ち
上
げ
花
火
も

バ
ン
バ
ン
上
が
り
ま
す
。
頭
上
の

花
火
を
見
な
が
ら
美
味
し
い
ビ
ー

ル
を
飲
み
に
き
て
く
だ
さ
い
。

　
各
地
区
の
公
民
館
で
は
夏
祭
り

の
盆
踊
り
練
習
会
を
実
施
し
ま

す
。

　
ご
家
族
揃
っ
て
練
習
会
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
当
日
は
あ
な
た
も

踊
り
手
と
し
て
夏
祭
り
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

『
ペ
ン
ギ
ン
お
食
事
タ
イ
ム
』 

　
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
飛
び
込
み

の
練
習
を
し
て
、
水
の
中
を
泳
ぎ

回
る
よ
！
元
気
な
ペ
ン
ギ
ン
た
ち

を
ぜ
ひ
見
て
ね
。

『
お
さ
ん
ぽ
ペ
ン
ギ
ン
』 

　
お
さ
か
な
館
内
を
ペ
ン
ギ
ン
が

散
歩
。
散
歩
の
あ
と
に
は
一
緒
に

写
真
も
と
れ
ま
す
。

  

※
散
歩
５
分
、
撮
影
会
10
分

■
ア
カ
メ
展

　

〜
生
体
解
明
へ
の
道
〜

【
期
間
】
７
月
17
日
㈯
〜

　
　
　
　
８
月
31
日
㈫
ま
で

　
生
体
が
い
ま
だ
に
は
っ
き
り
と

し
て
い
な
い
ア
カ
メ
、
私
た
ち
は

さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
合
同
で
ア
カ

メ
に
関
す
る
研
究
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
今
回
の
展
示
で
は
取
組
の
様
子

や
活
動
報
告
を
行
い
、
よ
り
多
く

の
方
に
ア
カ
メ
の
存
在
を
知
っ
て

い
た
だ
き
環
境
保
全
や
生
命
の
尊

さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
い
企
画

し
ま
し
た
。

　
人
気
者
の
ペ
ン
ギ
ン
や
カ
ワ
ウ

ソ
、
ア
カ
メ
に
会
い
に
来
て
ね
！

虹

の

森

公

園

　
森
の
国
の
夏
祭
り
２
０
１
０８月
13
日
開
催

【
お
さ
か
な
館
　
　

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】 

【
期
間
】
７
月
17
日
㈯
〜

　
　
　
　
　
　
８
月
31
日
㈫
ま
で

ペ
ン
ギ
ン
と
遊
ぼ
う
！

10

：

30
〜
お
さ
か
な
館
探
検
隊

　
　
　
　（
有
料
体
験
）

11

：

00
〜
お
さ
ん
ぽ
ペ
ン
ギ
ン

11

：

30
〜
ペ
ン
ギ
ン
食
事
タ
イ
ム

13

：

00
〜
お
さ
ん
ぽ
ペ
ン
ギ
ン

13
：
30
〜
カ
ワ
ウ
ソ
食
事
タ
イ
ム

14

：

00
〜
お
さ
か
な
館
探
検
隊

　
　
　
　（
有
料
体
験
）

14

：

30
〜
お
さ
ん
ぽ
ペ
ン
ギ
ン

15

：

30
〜
ペ
ン
ギ
ン
と
の

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
体
験

『
ペ
ン
ギ
ン
と
の
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
』 

　
ペ
ン
ギ
ン
の
背
中
に
触
れ
る

〝
ふ
れ
あ
い
体
験
〞
を
行
い
ま
す
。

普
段
は
触
る
こ
と
が
出
来
な
い
ペ

ン
ギ
ン
に
触
っ
て
み
よ
う
！

　
　
森
の
国
の
夏
祭
り

　
　
　
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
役
場
産
業
振
興
課

☎
42
・
１
１
１
６
　

夏
や
す
み
お
す
す
め
イ
ベ
ン
ト 

　
桃
の
出
荷
が
最
盛
期
を
迎
え
た

７
月
10
日
㈯
に
虹
の
森
公
園
で
Ｊ

Ａ
桃
ま
つ
り
と
11
日
㈰
に
青
空
市

場
桃
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
松
野
で
と
れ
た
旬
の
桃
を
格
安

で
販
売
す
る
桃
ま
つ
り
に
は
、
町

内
は
も
と
よ
り
宇
和
島
市
周
辺
か

ら
大
勢
の
人
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　
甘
み
の
の
っ
た
桃
は
毎
年
好
評

で
、
特
設
さ
れ
た
販
売
所
で
は
、 

Ｊ
Ａ
職
員
や
生
産
者
が
贈
答
品
な

ど
を
買
い
求
め
る
人
の
対
応
に
追

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
11
日
に
も
虹
の
森
公
園
青

空
市
場
で
桃
ま
つ
り
が
お
こ
な
わ

れ
旬
の
桃
を
求
め
る
大
勢
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

虹
の
森
公
園
で

桃
ま
つ
り
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体協会員奉仕活動実施

　体育協会の皆さんによる奉仕活動が６月23日㈬松
丸スポーツ広場・森の国ドーム周辺で行われました。
　体育協会では、毎年２回の奉仕活動を実施していま
す。
　短時間の間に、グランドやフェンスに生い茂った夏
草がきれいに刈り取られ、スポーツ広場の周辺はすっ
かりきれいになりました。
　次回９月には、予土交流球技大会前に草刈作業等
を行う予定です。
　参加された会員の皆さんありがとうございました。

スポーツ情報
　６月27日㈰、コミュニティセンターで松野町体育協会
主催の第18回松野町長杯卓球大会が開催されました。大
会には南予一円と高知県の卓球愛好家75名が参加して日
頃鍛えた腕を競い合いました。
　今回も大勢の高校生の参加があり、大会は若さと熱気
で大いに盛り上がりました。松野体協卓球部からも９名
の選手が参加し熱戦を繰り広げ、他チームとの親睦をよ
り一層深めていました。
　入賞者は次のとおりです。

《男子シングルス》
　優　勝　　古味　靖朗　　(わいわいクラブ)
　準優勝　　江戸　啓城　　(宿毛高校クラブ)
　第３位　　戸梶　正猛　　(須崎クラブ)

《男子ダブルス》
　優　勝　古味　靖朗
　　　　　木下　康裕（わいわいクラブ)
　準優勝　薬師寺　信行
　　　　　清家　長久（しづクラブ）

松野町長杯
� 卓球大会

参加団体
伊予銀行松丸支店

フレンドまつの

ライフまつの

グループホーム虹の森

職域対抗球技大会

　
８
月
22
日
㈰
に｢

分
館
対
抗
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル｣

を
開
催

し
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
各
世
代

が
一
同
に
会
し
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
み
競
技
を
通
し
て
交
流
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
分
館
ご
と
に
チ
ー
ム
を

組
み
優
勝
旗
を
目
ざ
し
て
爽
や
か

な
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。（
す
で
に

練
習
を
し
て
い
る
分
館
も
あ
る
と

か
…
）
詳
細
は
、
後
日
分
館
長
さ

ん
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
予
定
種
目

・
一
般
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

・
一
般
女
子
レ
ク
バ
レ
ー

・
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

・
小
学
生
レ
ク
バ
レ
ー

・
小
学
生
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

優勝したライフまつのＡチーム

第３位　稲田　貴広
　　　　黒岩  邦彦（大洲クラブ・中村クラブ）

《女子シングルス》
　優　勝　岡田　英莉　　(宇和島クラブ)
　準優勝　篠田　洋子　　(マドンナ泉)
　第３位　山口　めぐみ　(中村高校)

《女子ダブルス》
　優　勝　篠崎　早矢香
　　　　　岡田　英莉　　(しづクラブ・宇和島クラブ)
　準優勝　西野　由香里
　　　　　田原　有記　　(大洲クラブ・しづクラブ）
　第３位　篠田　洋子
　　　　　東　　睦美　　（マドンナ泉）

　卓球は､子どもから高齢者までみんなが楽しめるス
ポーツです。体力づくり・生きがいづくりや世代間交流
などたくさんの可能性がありますので、興味のある方は、
松野体協卓球クラブ(事務局42-1118)にご連絡ください。
いっしょに気持ちの良い汗を流しましょう。

分
館
対
抗
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
お
知
ら
せ

　６月26日㈯に町内職域７団体９チームの参加でレク
リェーションバレーボール大会を行いました。

　スポーツ交流センターを会場に汗と笑いの吹き出すな

か、見事優勝を勝ち取ったのは、ライフまつのＡチーム

でした。（２年連続優勝）

　参加チームは、普段気心の知れた仕事仲間で、和気合

い合い一戦一戦を戦い会場は大いに盛り上がりました。

　試合結果は次のとおりです。

　優　勝　ライフまつのＡ
　準優勝　郵便局
　三　位　フレンドまつの

商工会青年部

郵便局

松野町職員組合
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８月は
「電気使用安全月間」です
「ぬれ手で電気」は危険がいっぱい

子どもの健全育成にご協力ください

　子どもの非行には無知によるものが多くあります。

　子どもに『社会のルール』を教えることは、大人のつ

とめです。

　非行防止は家庭からです。

　　子どもを放任しない
　　子どもを甘やかさない
　　子どもにいつも希望とやる気をもたせる
　　３つ叱ったら、３つ褒める
　　幼い時から、しつけることを怠らない
　　家庭は最も身近な社会
　　子どもに善悪のけじめをつけさせる
　　笑いある家庭づくり
　　親子の対話を忘れない

　自転車やバイクに鍵をかけることによって、少年の非

行を減少させることができます。

　「少しの間だから…」とは言わず、「少しの間でも」自

転車やバイクに鍵をかけ、みんなで『少年に非行をさせ

ない環境』を作りましょう。

　ぬれた手でソケット、スイッチやプラグな

どに触れると感電するおそれがあります。電

気は、湿気の多い場所やぬれたところはとお

りやすく、大変危険です。

　炊事をしていて電気器具を扱うときは、「必

ず乾いたタオルで手をよく拭いてから…」を

習慣づけましょう。

　また、コードや配線器具には、流れる電気

の量に限界があります。テーブルタップやマ

ルチタップを使って、タコ足配線をしている

と一度にたくさんの電気が流れることがあり

危険です。

　電気器具は専用のコン

セントから使いましょう。

【連絡先】
㈶四国電気保安協会

南予事業部　宇和島事業所

　　☎25－5817

　夏はビールの空き缶、飲料水などの資
源ごみが大量に出ます。
　夏休みでもあり帰省客などで一時的に
人口が増え、家庭から出るゴミの量が多
くなる季節です。正しいゴミの分別でリ
サイクルと減量にご協力ください。

夏休みの子どもを非行から守りましょう。

地域の力が、子どもを守り育てます

非行防止のポイント

非行をさせない環境づくり

　毎日のあいさつや、買い物ついでのパトロールなど、

できることからはじめましょう。

 ペットボトルの出し方
①キャップを必ずはずしてください（キャップは不燃ゴミへ）
　　ラベルは、はがしてから出してください
②中を水ですすいでください
　※吸殻等の異物は入れないこと！！
 食品トレーの出し方
①食品を覆っていたラップフィルムは必ずはがしてください
②食品の水分を吸収するために入っているスポンジ、給水
紙は除いてトレーのみにして袋に入れて出してください
 空き缶の出し方
①アルミ缶、スチール缶は、つぶしてコンパクトに

　回収しやすいように袋等に入れて一まとめにする
 古紙の出し方
①新聞・ダンボール・雑誌等は種類ごとにひもで、十文字にしばっ
てください。
　（バラで出された物や、きちんと十文字にしばってない
ものは回収しません）

ペットボトル食品トレーの出し方
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　暑くなると、熱中症による大きな事故が報告されるようになります。この時期からの十分な対策は、スポーツに

関わる全ての人たちに大切なことです。外で活動するときは日射病、熱射病に注意しましょう。

●日射病
　夏の暑い日差しを浴びて歩き回ったときに体がオーバーヒートして起こりま
す。顔が赤くなって息遣いが荒く、皮膚は暑くてさらさらと乾いた状態で汗が出

ません。そして、目まいや頭痛、吐き気などの症状がでます。症状がひどいとき

は意識不明になり死亡することもあります。日射病を防ぐにはつばの大きい帽子

を被り、その下にタオルなどをいれ、後頭部と首に直射日光が当たらないように

します。

　日射病にかかってしまったら風通しのよい木陰などに頭を高くして寝かせ、濡

れたタオルで首筋や腋の下などを冷やします。あおいだりして風を送り、体温が

平温になるまで続けます。 吐き気があったら顔を横に向かせます。

　塩分の含んだ水（スポーツドリンクなど）を少しずつ飲ませます。熱いものや

アルコール類は禁物です。

●熱射病
　高温多湿の下で長時間歩いたり作業をした時に、大量の汗をかき、体内の塩分や水分が著しく不足して起こります。
つまり、体温の調節が効かなくなって起こるわけです。

　顔は青白く大量の汗が出、皮膚は冷たくじっとりとした感じになります。 体温は普通かやや低めで脈は弱くて早い。

虚脱感とともに、目まい、吐き気がともないます。

　熱射病を防ぐには高温多湿の所、例えば夏の炎天下のテントの中での作業などは長時間に及ばないようにします。

作業中はこまめに水分や塩分を補給しておきます。

　熱射病にかかったら、涼しい木陰に頭を低く足を高くして寝かせ、体温が低いようなら体を暖めます。水か薄い

食塩水を15分おきくらいに飲ませます。 

　夏の暑い盛りに激しいスポーツをすると、体は高くなった体温を冷やすためにたくさんの汗をかきます。あまり

たくさんの汗をかき、この失った水分の補給をしてやらないと日射病になるというわけです。運動の最中には水分

なんてもっての他だとよくいわれましたが、適度な水分は絶対に必要です。 （参考　暮らしのミニ知識から）

 日射病・熱射病の時の応急手当

　人間の体の50～60％は水です。通常発汗などが起こらない状態でも１日あたり、皮膚から不感蒸泄（汗と
は違い水滴と認められないうちに蒸発していく水分）として600㎖、肺から呼気中に400㎖、腎臓から最小尿
流量として500㎖の水分が失われ、食物の代謝により約300㎖の水分が生じますので、差し引き1200㎖の水
分がバランスを保つ上で最低でも必要となります。体重の約５％の水分が失われると、皮膚の乾燥や目のくぼ
みなど脱水の症状があきらかとなり、約10％の水分が失われると血圧低下、ショック、意識障害などの重篤
な状態となります。

豆 知 識 人の体と水
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葛
　
句
　
会
　
六
月
例
会
句
会
　
　
於
　
町
民
セ
ン
タ
ー

登
校
の
子
等
一
列
や
更
衣 

伊
藤
　
富
子

初
咲
き
の
薔
薇
一
輪
を
卓
上
に 

岡
本
　
京
子

残
し
お
く
十
薬
花
を
つ
け
に
け
り 

金
谷
　
重
子

立
葵
一
輪
二
輪
と
咲
き
登
る 

金
谷
　
恵
子

し
っ
か
り
と
護
符
た
て
ゝ
あ
る
青
田
か
な 

金
谷
　
文
恵

老
鶯
や
孫
の
笹
舟
か
し
ぎ
ゆ
く 

木
下
三
千
恵

母
と
子
の
偲
ぶ
え
に
し
や
若
葉
雨 

駒
山
　
忠
夫

弟
の
齢
数
え
ゐ
る
麦
の
秋 

谷
　
き
よ
し

夏
草
や
継
ぐ
人
も
無
き
峡
の
家 

布
　
　
久
光

螢
に
棚
田
百
選
て
ふ
世
界 

布
　
　
康
江

中
干
し
に
蝌
蚪
の
干
上
る
山
田
か
な 

ひ
の
た
い
ら

あ
じ
さ
ゐ
の
雨
に
も
消
ゆ
独
り
言 

正
木
　
玲
子

余
命
に
は
余
命
の
証
し
春
逝
け
り 

松
田
　
文
子

社
や
し
ろ

樹じ
ゅ

の
根
の
ひ
び
破
れ
や
夏
に
入
る 

森
田
　
す
み

百
合
の
香
に
添
え
て
や
さ
し
き
言
葉
か
な 

山
下
ス
ミ
子

　
吉
　
野
　
句
　
会
　
六
月
例
会
　
　
於
　
吉
野
生
公
民
館

ふ
は
ふ
は
と
鯉
の
寄
り
来
る
菖
蒲
園 

赤
松
　
午
子

洗
濯
機
の
音
は
ず
み
を
り
梅
雨
晴
間 

浅
野
　
雪
子

背
な
の
子
の
足
で
喜
ぶ
日
傘
か
な 

 

稲
谷
キ
ミ
子

は
ぐ
れ
た
る
螢
火
肩
に
灯
り
け
り 

 

上
田
み
ち
子

草
苺
含
め
ば
遠
き
幼
き
日 

 

岡
本
　
三
葉

梅
雨
滂
沱
古
紙
回
収
車
待
っ
て
を
り 

 

菊
澤
　
大
和 

世
界
中
サ
ッ
カ
ー
観
戦
暑
い
夜 

竹
内
サ
ダ
子

俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
一
覧

（
平
成
二
十
二
年
六
月
投
句
分
）

優　

秀

《
不
器
男
記
念
館
》

青
柿
や
不
器
男
は
永と

久わ

に
老
い
見
せ
ず
　 

千
葉
市
　
井
上
　
　
一

佳　

作

《
不
器
男
記
念
館
》

夏
草
を
歩
い
て
不
器
男
記
念
館
　 

 
高
松
市
　
涼
野
　
海
音

総
身
に
不
器
男
の
郷
の
青
あ
ら
し
　 
松
山
市
　
岡
本
　
典
子

《
虹
の
森
公
園
》

あ
な
う
れ
し
身
包ぐ
る

み
脱
い
で
梅
雨
晴
間 

四
万
十
市
　
竹
崎
　
蛍
子

夏
め
く
や
牛
乳
瓶
の
触
れ
る
音
　 

鬼
北
町
　
中
尾
　
　
正

父
母
を
偲
ぶ
母
郷
の
薄
暑
か
な 

松
野
町
　
駒
山
　
忠
夫

老
鶯
や
口
笛
上
手
く
な
り
に
け
り
　 

鬼
北
町
　
宮
崎
き
く
を

《
森
の
国
ホ
テ
ル
》

継
ぎ
目
な
き
空
の
蒼
さ
に
新
樹
光 

丸
亀
市
　
山
地
　
里
水

流
木
の
居
据
っ
て
ゐ
る
河
鹿
川
　 

丸
亀
市
　
山
地
　
里
水

蛍
の
み
つ
よ
つ
な
な
つ
人
優
し 

松
山
市
　
岡
本
　
典
子

《
目
黒
ふ
る
さ
と
館
》

子
供
ら
の
歌
声
光
る
ほ
た
る
の
道
　 

 

松
野
町
　
田
中
志
津
代

　
６
月
13
日
㈰
松
丸
の
元
伊
予

美
人
正
木
本
店
酒
蔵
で
伊
予
美

人
ラ
イ
ブ
〝
し
ず
る
の
世
界
歌

め
ぐ
り
〞
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
15
回
目
の
今
回
は
、
世
界
で

活
躍
を
続
け
て
い
る
、
お
お
た

か
静
流
さ
ん
が
扇
谷
研
人
さ
ん

の
ピ
ア
ノ
に
の
せ
た
す
ば
ら
し

い
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
民
族
音
楽
や
ジ
ャ
ズ
、
ワ
―

ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
な
ど
独
自

の
音
楽
性
を
追
求
す
る
お
お
た

か
静
流
さ
ん
に
は
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
フ
ァ
ン

が
お
り
、
今
回
も
会
場
に
は
町

内
外
か
ら
１
５
０
名
も
の
観
客

が
訪
れ
ま
し
た
。
　
　

　
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
の
酒
蔵

は
、
七
色
の

声
を
持
つ
お

お
た
か
静
流

さ
ん
の
歌
声

に

つ

つ

ま

れ
、
大
人
の

時
間
を
楽
し

む
ス
テ
キ
な

空
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
伊
予
美
人
ラ
イ
ブ
事

務
局
で
は
、
第
一
線
で
活
躍
し

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
迎
え
酒
蔵
コ
ン
サ
ー
ト

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
次
回
は
、
10
月
に
河
島
翔
馬

（
河
島
英
五
の
長
男
）
の
ラ
イ

ブ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

第
15
回
伊
予
美
人
ラ
イ
ブ
開
催

　
６
月
20
日
㈰
、
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー

ル
に
お
い
て
「
第
3
回
芝
不
器
男

俳
句
新
人
賞
」
最
終
選
考
会
が
お

こ
な
わ
れ
、
新
人
賞
及
び
奨
励
賞

が
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
芝
不
器
男
俳
句
新
人
賞
」

は
、
新
鮮
な
感
覚
を
備
え
大
き
な

将
来
性
を
有
す
る
若
い
俳
人
（
昭

和
45
年
１
月
１
日
以
降
生
ま
れ
の

方
）
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

　
今
回
は
、
全
国
各
地
か
ら

１
０
７
名
（
１
人
１
０
０
句
を
１

編

：

総
投
句
数
1
万
７
０
０
句
）

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
１

次
選
考
会
を
経
て
、
予
選
を
通
過

し
た
30
名
の
作
品
に
つ
い
て
最
終

選
考
会
で
の
審
査
の
様
子
が
公
開

さ
れ
ま
し
た
。

　
選
考
会
で
は
、
約
３
時
間
に
わ

た
り
各
選
考
委
員
よ
り
予
選
通
過

者
作
品
の
選
評
・
討
議
が
お
こ
な

わ
れ
、
各
賞
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
特
別
賞
が
設
け
ら

れ
西
村
参
与
か
ら
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

受
賞
者

芝
不
器
男
俳
句
新
人
賞

　
御
中
　
　
虫
（
大
阪
府
）
30
歳

大
石
悦
子
奨
励
賞

　
成
田
　
一
子
（
宮
城
県
）
40
歳

城
戸
朱
理
奨
励
賞

　
岡
田
　
一
実
（
愛
媛
県
）
33
歳

齋
藤
愼
爾
奨
励
賞

　
堀
田
　
善
宇
（
神
奈
川
県
）
34
歳

対
馬
康
子
奨
励
賞

　
中
村
　
安
伸
（
東
京
都
）
39
歳

坪
内
稔
典
奨
励
賞

　
高
岸
　
容
子
（
大
阪
府
）
36
歳

特
　
別
　
賞

　
園
田
源
二
郎
（
滋
賀
県
）
30
歳

芝
不
器
男
俳
句

新
人
賞
受
賞
者
決
定 第３回
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人
権の広場

　「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
日
、政
石
さ
ん
は
確
か
に
会
場
に
い
て
、

見
て
い
て
く
だ
さ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
あ
る
人
は
政
石
さ
ん
の
こ
と
を
大
切
に
思

い
、
あ
る
人
は
東
予
・
中
予
か
ら
来
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
や
青
松
園
に
つ
い
て
初
め
て
知
っ
た
と
い

う
人
も
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
が
様
々
な
思
い
で
集
ま
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
全
員
が
反
差
別
へ
の
気
持
ち
を
強
く
し
た
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
政
石
さ
ん
は
、
生
涯
を
か
け
て
、
反
差
別

へ
の
思
い
を
伝
え
続
け
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
場
で
は
、
政
石
さ

ん
の
そ
の
強
い
思
い
を
感
じ
、
皆
で
共
有
し
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
の
感
想
を
、ほ
ん
の
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。(

た

く
さ
ん
の
感
想
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。）

　
・ 

　「
知
ら
な
い
。」
と
い
う
こ
と
の
恐
ろ
し
さ
が
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
差
別
が
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
こ
と
も
…
。

私
は
、
大
人
と
し
て
、
子
ど
も
に
正
し
い
生
き
方
を
伝
え
、
共

に
歩
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　
・ 

　「
無
知
と
偏
見
は
仲
の
良
い
友
達
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
知
ら
な
い
が
故
に
差
別
す
る
こ
と
は
差
別
す

る
本
人
に
差
別
を
し
て
い
る
意
識
が
な
い
だ
け
に
怖
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
自
分
自
身
、
様
々
な
こ
と
を
学
び
、
体
験
し
て

い
く
こ
と
で
偏
見
を
少
な
く
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
子
ど
も
た
ち
は
学
ん
で
い
く
大
切
さ

を
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
直
接
、
当
事
者
の
方
々

の
思
い
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
思
い
を
受
け
止
め

日
常
生
活
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
・ 

　
私
た
ち
の
無
知
・
無
関
心
に
よ
り
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
々

が
悩
み
、
苦
し
み
、
耐
え
忍
ん
で
き
た
こ
と
か
、
想
像
を
絶
し

ま
す
。
今
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る

知
識
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
伝
え
る
こ
と
と
、
こ
の
問
題
を

通
し
て
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解

消
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
す
。
差
別
に
対
し
確
固
た
る
信
念

で
立
ち
向
か
っ
た
政
石
さ
ん
や
、
政
石
さ
ん
の
意
志
を
真
剣
に

受
け
止
め
、
そ
れ
を
必
死
に
伝
え
よ
う
と
し
た
子
ど
も
た
ち
の

姿
に
学
び
、
私
も
行
動
を
起
こ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
だ
れ
も
が
本
名
を
名
乗
り
、
誇
り
を
も
っ
て
故
郷
を
語
り
、
帰
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
偏
見
・
差
別
の
な
い
社
会
に
す
る
の
が
私
た

ち
の
役
目
で
す
。
ま
ず
は
松
野
町
か
ら
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

政
石
さ
ん
、
ど
う
ぞ
見
て
い
て
く
だ
さ
い
。

松
野
西
小
学
校
　
人
権
・
同
和
教
育
主
任
　
酒
井
節
子

「
政
石
さ
ん
へ―

松
野
町
の
私
た
ち
か
ら
ー
」  

ハンセン病問題を考えるフォーラム開催
～　政石蒙さんを偲ぶ　～

　６月26日㈯に「ハンセン病問題を考えるフォーラム」が松野町コ
ミュニティセンターで開かれました。

　このフォーラムは、ハンセン病問題への一層の理解を深めること

によって、同和問題をはじめとするすべての人権問題への解決につ

なげていくことを目的に開かれ、松野町出身の歌人・政石蒙さんを

偲んでハンセン病問題についての研究発表や対談が行われました。

　この日は、梅雨前線の活発な活動で大雨となりましたが、県内各

地から400名の参加者があり、あおぞら子ども会と中学生の研究発
表や政石さんが暮らした国立療養所「大島青松園」で親交のあった

入所者、親族との対談を熱心に聞きいっていました。

　参加したみなさんは、このフォーラムを通してハンセン病とは

どんな病気なのかまた、ハンセン病患者や元患者のみなさんに対

する偏見や差別について、一人ひとりが自らの問題として理解を

深めました。

　歌人政石蒙さんは、自らの人生を短歌に託し多くの作品を残し

ました。差別に負けず、差別と闘う思いを短歌に詠み３冊の歌集

を出しています。

　生涯、人権や平和の大切さを歌で伝え続けた政石さんの蔵書は、

親族のご厚意により政石蒙文庫として町民センターに寄贈されて

います、ぜひご覧ください。
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６
月
30
日
で
古
川
光
彦
さ
ん
が

任
期
満
了
と
な
り
、
７
月
１
日
付

け
で
池
本
伸
さ
ん
が
、
人
権
擁
護

委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
暮
ら
し
の
中
の
悩
み
事
や
心
配

事
の
あ
る
方
は
、
是
非
、
お
近
く

の
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◆
と
　
き
　
８
月
10
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
　 
松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー
　
婦
人
室

◆
内
　
容
　 
行
政
に
関
す
る
苦
情

や
要
望

◆
相
談
員
　 

有
馬
　
節
男
（
行
政

相
談
員
）

◆
相
談
料
　
無
料

◆
と
　
き
　
８
月
10
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
　 

松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー
　
老
人
室

◆
内
　
容
　 

心
配
ご
と
・
法
律
相

談

◆
相
談
員
　 

民
生
児
童
相
談
員

◆
相
談
料
　
無
料

　
８
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
は
、
鬼

北
環
境
セ
ン
タ
ー
の
業
務
停
止
に

伴
い
ゴ
ミ
の
収
集
を
休
業
い
た
し

ま
す
。
次
の
収
集
日
ま
で
各
家
庭

で
適
切
に
処
理･

保
管
を
お
願
い

し
ま
す
。

　﹇
行
政
相
談
﹈

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　﹇
心
配
ご
と
相
談
﹈

　﹇
お
盆
の
ゴ
ミ
収
集
業
務
﹈

引揚者の皆様へ
～終戦当時の引揚者に対しての通貨・証券の返還について～

　税関では終戦当時の引揚者からお預かりした通貨（紙幣）や
証券などを返還しておりますので心当たりの方はお問い合わせ
ください。
◎ 海外から引き揚げてこられた方が、上陸地の税関または海運
局などにお預けになった通貨や証券など

◎ 海外の引き揚げ終結地の総領事館でお預けになった通貨や証
券など

※ ご本人の他、ご家族からの問い合わせも受け付けております。
【問合先】（平日８：30～ 17：15）
①松山税関支署☎089－951－0301
②松山税関支署宇和島出張所☎0895－22－1254

神戸税関からのお知らせ

旧
日
本
銀
行
券

通
帳
・
小
切
手

農
業
委
員
会
だ
よ
り

耕
作
目
的
の
農
地
の
権
利
移
動
に
つ
い
て

　
一
般
の
土
地
取
引
で
、
土
地
を
売
買
ま
た
は
貸
借
す
る
場
合
に
は
、

売
主
（
貸
主
）
と
買
主
（
借
主
）
が
契
約
を
し
、土
地
の
所
有
権
（
賃

借
権
な
ど
）
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
田
や
畑
の
農
地
を
耕
作
目
的
で
売
買
や
貸
借
を
す
る
場

合
は
、
農
地
法
の
規
定
に
よ
り
農
業
委
員
会
の
許
可
を
得
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
農
地
法
の
許
可
を
得
て
い
な
い
売
買
は
効
力
が
生
じ
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
農
地
の
売
買
に
つ
い
て
は
、
対
価

を
支
払
っ
た
と
し
て
も
、
許
可
が
受
け
ら
れ
な
い
と
所
有
権
は
取
得

で
き
な
い
の
で
、
契
約
を
締
結
す
る
と
き
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　
農
地
法
の
許
可
を
得
て
、
耕
作
の
た
め
に
農
地
の
所
有
権
等
の
権

利
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、取
得
後
に
お
い
て
50
ア
ー
ル
（
下

限
面
積
）
以
上
の
耕
作
面
積
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
下
限
面
積
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
農
業
委
員
会
の
判
断

で
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
松
野
町
農
業

委
員
会
で
は
平
成
22
年
７
月
の
農
業
委
員
会
総
会
に
お
い
て
下
限
面

積
を
町
内
全
域
30
ア
ー
ル
に
引
き
下
げ
ま
し
た
。

　
農
地
の
権
利
移
動
等
に
関
し
て
不
明
な
点
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
ま
ず
は
農
業
委
員
会
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
松
野
町
農
業
委
員
会
　
☎
42
・
１
１
１
６

身に覚えのない請求にびっくり!!

退職金の準備
しっかりできていますか？
退職金は、一般従業員の方からパートさんまでカ
バーできる中退共制度におまかせください。

適格退職年金制度からの移行先として
すでに２万社を超える事業所が
中退共に移行しています。

独立行政法人勤労者退職金共済機構

中小企業退職金共済事業本部

略称：中
ちゅう

退
たい

共
きょう

http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp/
〒105－8077　東京都港区芝公園１－７－６
ＴＥＬ：03－3436－0151（代表）　
ＦＡＸ：03－3436－0400

国の制度だから安心
国が掛金の一部を助成します。

管理もカンタン
外部積立型だから運用のリスクはありません。

会社に有利
掛金は全額非課税なので節税できます。

詳しくはホームページへ 中退共 検　索

●パソコンや携帯電話のトラブルについて
　パソコンや携帯電話の普及に伴いインターネットの利用
者が増加している中、「まったく身に覚えのない料金が請
求された」、「クリックしたら、いきなり「登録完了画面」
になった」などの相談が報告されています。
　平成21年度に県消費生活センターに寄せられた相談の中
でも、「オンライン等関連サービス」に係る相談が最も多
くなっています。
　また、最近は、未成年者が携帯電話を持っていることから、
未成年者がトラブルに遭うケースもあり注意が必要です。
●被害にあわないために
☆ 全く契約した覚えがなければ、料金請求や登録と表示さ
れても支払う必要はありませんので、無視しましょう。
☆ あわてて業者へ連絡することは個人情報を知らせること
になりますので絶対にやめましょう。
☆ 広告で「無料」が強調されている場合でも、サイトの利
用にはパケット通信料がかかり、結果的に多額の請求に
なってしまうこともあります。利用の際には、これらに
ついてきちんと確認しましょう。

☆ 未成年者が利用する場合には、親子でルールを決めるな
ど適正に利用するようにしましょう。
☆ 何か心配なことがありましたら、下記の相談窓口までご
相談ください。

困ったときは、ピピッと相談！
【消費生活に関する相談窓口】
　松野町産業振興課消費者行政係
　☎0895－42－1116
　愛媛県消費生活センター
　☎089－925－3700

人
権
擁
護
委
員
に池

本　

伸
さ
ん

✓

✓

✓

　
６
月
28
日
付
で
伊
勢
屋
重
一
さ

ん
（
奥
野
川
）
が
中
央
公
民
館
長

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
24

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
活
動
で
何

か
と
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

中
央
公
民
館
長
に

伊
勢
屋
重
一
さ
ん
就
任
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自
衛
官
募
集

　
『
　
パ
イ
ロ
ッ
ト
へ
の

最
短
距
離　

』　

航
空
学
生

【
受
験
資
格
】 

　
高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満
の
方

【
受
付
期
間
】 

　
８
月
１
日
〜
９
月
10
日

【
第
１
次
試
験
日
】 

　
９
月
23
日（
木
・
祝
日
）

【
第
１
次
試
験
地
】 

　
陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地

【
種
目
の
概
要
】 

　
自
衛
隊
航
空
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
養

成　
　

【
詳
し
い
連
絡
先
】

　
〒
７
９
８
・
０
０
３
４

　
宇
和
島
市
錦
町
10

－

１

　
自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

　
☎
23
・
５
４
３
１

・期間：平成22年７月１日㈬～９月30日㈭

　キャンペーン期間中は、さまざまなボランティアを
募集しています。
　「愛媛ボランティアネット」や「ボランティアイベン
トブック」で、自分に合ったボランティアを見つけたら、
そのボランティア活動に参加してみませんか？
　自分の意志で、無理せず、楽しく、できることから
始めてみましょう。
　なお、ボランティアイベントブックの情報は、愛媛
ボランティアネット（http://nv.pref.ehime.jp/）にも掲
載しています。

【問合せ先】
　①松野町総務課（ボランティア相談窓口）
 ☎42－1112・1085
　②愛媛県県民活動推進課 ☎089－912－2305

　高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対象と
した公的な融資制度です。学生・生徒お一人につき300万円
以内を固定金利（年2.75％（平成22年６月１日現在）（母子
家庭の方の利率は年2.35％（平成22年６月１日現在）））で
利用でき、在学期間内は利息のみのご返済とすることがで
きます。
　詳しい事は下記コールセンターへお問合せください。
【教育ローンコールセンター】
　0570－008656（ナビダイヤル）
　または☎（03）5321－8656

宇和島海上保安部　作品募集

今年も、ボランティアの季節がやってきました！！
　気軽に夏ボラに参加してみませんか？

サマーボランティア・キャンペーン２０１０

「国の教育ローン」（日本政策金融公庫）

　小中学生のみなさん、夏の思い出づくりに海の絵・
燈台の絵を描いてみませんか。

第11回未来に残そう青い海図画コンクール
募　集　要　項

テ ー マ　「未来に残そう青い海｣　
応募資格　小中学生
募集締め切り　９月17日㈮必着
規定など　四つ切（380㎜×540㎜）サイズ
　 用紙や画材は自由（立体作品は応募できません）
標語などの文字は入れない。

　※ 裏面に氏名（ふりがな）・年齢･住所・電話番号・
学校名･学年を書いてください。

応 募・問合せ先　宇和島海上保安部（〒798－0003
宇和島市住吉町３－１－３）警備救護課

　☎22－1256

燈台絵画コンテスト2010
テ ー マ　｢灯台のある風景｣　
応募資格　小中学生
募集締め切り　９月10日㈮必着
規 定など　Ａ３･Ｂ３・四つ切・八つ切りサイズの
画用紙

　 画材は、絵の具、クレヨン、パステル等消えにく
い材料

　※ 裏面に氏名（ふりがな）・年齢･住所・電話番号・
学校名・学年を書いてください

送 付 先　〒105－0001
　東京都港区虎ノ門１－３－６彩翠ビル
　社団法人　燈光会　　　
問合せ先　宇和島海上保安部交通課　☎22－1933

平成22年度
危険物取扱者試験（後期）と準備講習会
試   験

試 験 日　10月24日㈰　10時～
会　　場　 県立吉田高等学校・県立八幡浜工業高等

学校 他 
願書受付　 書面申請　 ８月27日㈮～９月７日㈫まで 

必着
　　　　　電子申請　８月24日㈫～９月４日㈯まで
試験種類　 甲・乙・丙種の全種類（吉田会場は乙種

第４類と丙種の２種類）
受 験 料　甲 種＝5,000円　　乙 種＝3,400円  
　　　　　丙 種＝2,700円 
受験願書　消防本部・各分署
 
準備講習会 
日　　時　９月17日㈮～９月18日㈯の２日間 
　　　　　※ いずれも９時から午後４時まで 
会　　場　 宇和島地区広域事務組合消防本部 ４階

大会議室 
受 講 料　会 員＝6,300円　　非会員＝8,800円 
テキスト代　法 令　1,400円　　実 務　1,400円
　　　　　問題集 1,400円（乙種４類の場合） 
そ の 他　 詳細については、下記事務局までお問い

合わせください。
【問合せ先】 宇和島地区広域事務組合消防本部予防課

内　宇和島地区危険物安全協会事務局
　　　　　☎22－7501 

平成22年度女性の健康相談のお知らせ
　女性は、ライフサイクルを通して、妊娠、出産等女性
特有の様々な健康上の問題や心身にわたる悩みを抱えて
います。
　そこで、生涯を通した女性の健康の保持増進を図り生
活の質の向上をはかるため、「女性の健康相談」を実施し
ています。
　困っていること、悩んでいることなど何でもご相談く
ださい。
実施場所　宇和島保健所
面接相談・予約制
日　　時　毎月第１火曜日　15時～16時
　　　　　8/3.  9/7.  10/5.  11/2.  12/7.  1/4.  2/1.  3/1
電話相談　随時保健師が相談に応じます。
連　絡　先　宇和島保健所　☎0895－22－5211

募集要項
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まちのわだい

　
自
宅
の
冷
凍
庫
に
猪
肉
が
入
っ
て
い
る
皆
さ

ん
、
手
軽
な
ジ
ビ
エ
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
猪
肉
の
酢
豚
風
を
紹
介
し
ま
す
。

四
季
の
粋

 

御
利
用
く
だ
さ
い

猪
肉
の
酢
豚
風

ジ
ビ
エ
料
理
講
習
会

　
６
月
９
日
㈬
に
地
域

雇
用
創
造
促
進
協
議
会

の
推
進
事
業
と
し
て
ジ

ビ
エ
料
理
講
座
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
高
知

県
四
万
十
市
口
屋
内
地

区
で
、
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
「
し
ゃ
え
ん
じ
り
」

の
代
表
者
岩
本
久
子
さ

ん
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の

平
塚
さ
ん
の
お
二
人
を

講
師
に
招
き
シ
カ
肉
と

猪
肉
を
使
っ
た
料
理
４

品
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
講
座
に
は
、
町
内
の

飲
食
業
者
や
生
活
改

善
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
、
猟
友
会
員
な
ど

20
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
今
回
は
シ
カ
肉
の
つ

く
ね
鍋
、
シ
カ
肉
の

ロ
ー
ル
カ
ツ
、
猪
コ

ロ
ッ
ケ
、
猪
肉
の
酢
豚

風
を
参
加
全
員
で
作
り

ま
し
た
。
中
で
も
シ
カ

肉
の
ロ
ー
ル
カ
ツ
は
、

大
葉
や
梅
の
ペ
ー
ス
ト

を
使
っ
て
肉
の
臭
い
を

消
す
工
夫
が
な
さ
れ
食

べ
や
す
い
味
に
仕
上
が

り
ま
し
た
。
季
節
の
野

菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た

猪
肉
の
酢
豚
風
も
人
気

で
し
た
。

　
家
庭
で
も
簡
単
に
で

き
る
ジ
ビ
エ
料
理
は
こ

れ
か
ら
の
地
域
お
こ
し

や
町
づ
く
り
に
活
用
で

き
る
可
能
性
が
あ
り
、

シ
カ
肉
や
猪
肉
を
使
っ

た
料
理
を
町
内
の
飲
食

店
や
虹
の
森
公
園
な
ど

て
供
給
で
き
る
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
作
り
が
課
題

と
な
り
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
ク
ラ
ブ
会

長
の
正
木
秀
臣
さ
ん
が
経
営
す
る

別
荘
風
ロ
ッ
ジ
「
四
季
の
粋
」
を

ご
存
じ
で
す
か
。

　
吉
野
西
に
あ
る
「
四
季
の
粋
」

は
、
家
具
や
家
電
が
完
備
さ
れ
た

貸
切
別
荘
で
す
。
家
族
や
友
人
と

素
敵
な
休
日
を
過
ご
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

　
の
ん
び
り
ゆ
っ
く
り
自
分
の
時

間
を
楽
し
む
最
適
な
場
所
で
す
。 

四
万
十
川
の
川
遊
び
で
自
然
を
満

喫
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
帰
省
の
お

客
様
に
利
用

し
て
も
ら
う

の
も
一
案
で

す
。貸
切
ロ
ッ

ジ
で
素
敵
な

休
日
を
過
ご

し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
格
安
な
料
金
で
田
舎
の
家
に

戻
っ
て
き
た
よ
う
な
ホ
ッ
と
す
る

休
日
が
楽
し
め
ま
す
。

　
詳
し
い
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

四
季
の
粋
で
ク
リ
ッ
ク

問
合
せ
先

　
四
季
の
粋
ま
で
（
正
木
酒
店
）

　
☎
42
・
０
０
６
３

ロ
ッ
ジ
風
貸
切
別
荘

材
料
４
人
分

＊
猪
肉 

…
… 

２
０
０
ｇ

　
　
し
ょ
う
ゆ 

20
ｇ

　
　
酒 

８
ｇ

　
　
生
姜
汁 

少
々

＊
玉
ネ
ギ  

… 

１
８
０
ｇ

＊
人
参 

…
…
…
… 

60
ｇ

＊
筍 

…
…
…
…
… 

80
ｇ

＊
ピ
ー
マ
ン 

…
… 

50
ｇ

＊
干
し
椎
茸 

…
… 

２
枚

＊
片
栗
粉 

…
…
… 

適
量

＊
サ
ラ
ダ
油 

…
… 

適
量

調
味
料
Ⓑ

　
水 

２
０
０
㏄

　
濃
い
口
醤
油 

60
㏄

　
酢 

60
㏄

　
三
温
糖 

80
ｇ

　
生
姜 

１
か
け

　
ニ
ン
ニ
ク 

１
か
け

作
り
方

① 
猪
肉
は
一
口
大
の
角
切
り
に
し
て
調
味
料
Ａ
に

つ
け
て
お
く
。

② 
椎
茸
は
戻
し
、
大
き
め
の
イ
チ
ョ
ウ
切
り
に
す

る
。

③ 

野
菜
は
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
り
、
ニ
ン
ジ

ン
・
筍
は
下
ゆ
で
す
る
。

④ 

①
を
付
け
汁
か
ら
取
り
出
し
、
片
栗
粉
を
ま
ぶ

し
て
油
で
揚
げ
る
。

⑤
野
菜
も
さ
っ
と
油
通
し
す
る
。

⑥ 

大
き
め
の
フ
ラ
イ
パ
ン
に
、
④
⑤
を
入
れ
て
炒

め
な
が
ら
Ｂ
の
甘
酢
あ
ん
を
か
ら
め
る
。

平成22年10月１日

国勢調査を実施します

 国勢調査については，平成22年国勢調査広報サイト「国勢調査ｅ-ガイド」
をご覧ください。
http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouhou/index.htm

国勢調査ｅ-ガイド 検索

●国勢調査は、日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。
● 平成22年国勢調査は、我が国が本格的な人口減少社会となって実
施する最初の国勢調査で、日本の未来を考えるために欠くことの
できない最新の人口・世帯の実態を明らかにする重要な調査です。
● 調査結果は、さまざまな法令で使われるほか、社会福祉、雇用対策、
生活環境の整備など、私たちの暮らしのために役立てられます。

●国勢調査をよそおった「かたり調査」にご注意ください。
● 国勢調査をよそおった不審な訪問者や電話・電子メールな
どにご注意ください。
● 国勢調査では、電子メールでおたずねしたり、金品を請求
することはありません。　

Ⓐ
（

（
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～ 保健福祉課からのお知らせ ～
「森の国まつの健康づくり計画」を策定しました
　この計画は、今までのデータや調査結果、町民のみなさんの声などを参考にして、松野町の特徴や町民の健康状
態をもとに健康課題を明らかにし、生活習慣病に視点をおいた健康増進の具体的な６つの目標を、「ま・つ・の・ち・
よ・う」で設定しました。
　だれもが健やかで、心豊かな生活が送れるよう、「町民のみなさんに提案したいこと」「地域ぐるみで取り組むこと」
「行政ができること」にわけて、一人ひとりの取り組みや、地域と行政が一体となった健康づくりをすすめていきます。
　計画の内容については、健康学級など地域でのあらゆる機会の中で説明をいたします。また、計画のダイジェス
ト版を、ホームページに掲載していますので、ぜひご覧ください。

毎年受けよう！健康診断・がん検診
　　～　知ろう！チェックしよう！自分のからだ　～

つづけよう、からだにいいこと、よい健康習慣
　　～　健康は身近なところに！習慣は毎日の繰り返し！　～

のんびり、ゆったり、こころを解放
　　～　ストレスためずにしっかり休養　～

地域のちからで守ろう！私たちの健康！
　　～　住民が主役！みんなで支えあう地域づくり　～

よく笑い、よく話し、たっしゃで長生き介護予防
　　～　住み慣れた地域でいきいきと暮らそう　～

うれしいね！いつまでも自分の歯でたべること
　　～　虫歯を少なく！ 8020運動！　～

ま

つ

の

ち

よ

う

健康づくりをすすめるための具体的な提案
　　　※　６つの目標で、元気で活力ある松野町を目指しましょう！

8月は食中毒予防月間です。食中毒に気をつけましょう。 食中毒予防の三原則

冷蔵庫の賢い使い方

●冷蔵庫の温度は常に10℃以下（魚介類は４℃以下）に維持し、扉の開閉は手早く
●冷蔵庫に入れたものは早めに使い切り、長時間放置した食品は思い切って捨てましょう。
● 鮮魚の汁が隣の食品にこぼれ、腸炎ビブリオ食中毒が発生したケースもあるので、食品相互の汚染を防ぐた
めに、ラップに包むか容器で保管するようにしましょう。

●最低、月に一回は庫内の清掃をしましょう。

細菌をつけない
　（洗う・分ける・包む）
食中毒菌が手や調理器具を介して食品に付着し，増えることで食中毒を起こすことがあります。
基本は手洗いです。自らが細菌の運び屋にならないように，こまめに手を洗いましょう。
調理器具もしっかり洗いましょう。
包丁・まな板は、肉用・魚用・野菜用に分けて使いましょう。
肉や魚などを保存する時は、他の食品に肉汁がかからないように、袋や容器に小分けしましょう。

細菌をふやさない
　（冷凍・冷蔵・室温で長く放置しない）
 一般に食中毒菌は、室温状態（10℃～40℃）の時、急速に増殖します。（腸炎ビブリオは８～10分で２
倍に増えます！）
 冷蔵庫で保存しなければならない食品を買った場合は，寄り道せず、帰ったらすぐ冷蔵庫に入れましょう。
また、冷蔵庫、冷凍庫の詰めすぎに注意しましょう。
 冷凍食品の解凍を室温でおこなうことは禁物です。中心部が解凍されるまでの時間に表面温度は室温と
同じ状態が続くので、細菌を増やすことになります。冷凍された食品の解凍は、冷蔵庫内で行うか、電
子レンジを使いましょう。作った料理は早めに食べましょう。

細菌をやっつける！
　（中心まで加熱・調理器具の殺菌）
 加熱して調理する食品は、中心部が75℃で１分以上、十分加熱しましょう。また、，残った食品を温め直
す時も十分に加熱しましょう。
調理器具は、漂白剤や熱湯などで定期的に消毒しましょう。
 ただし、加熱できる食品は限られています。また，食中毒菌が作り出す毒素の中には熱に強いもの（黄
色ブドウ球菌が作り出すエンテロトキシンなど）があるため、加熱したから大丈夫という過信は禁物です。
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五
色
そ
う
め
ん
森
川（
東
温
市
）

が
松
野
町
産
南
高
梅
を
使
っ
た

「
手
延
べ
梅
そ
う
め
ん
」
を
販
売

し
ま
し
た
。
梅
肉
を
麺
に
練
り
込

み
、
梅
の
味
と
香
り
を
閉
じ
込
め

さ
っ
ぱ
り
と
仕
上
げ
た
ま
さ
に
、

夏
向
き
の
商
品
で
美
し
い
色
、
爽

や
か
な
味
と
香
り
が
人
気
を
呼
ん

で
い
ま
す
。

　
五
色
そ
う
め
ん
は
、
松
山
名
物

と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
梅
そ
う
め
ん
は
、
既
存
の

和
歌
山
県
産
南
高
梅
を
使
っ
た
商

品
が
好
評
な
た
め
、
創
業
３
７
５

周
年
記
念
の
限
定
品
と
し
て
地
元

産
の
南
高
梅
を
使
用
し
て
作
ら
れ

ま
し
た
。

　
製
品
は
主
に
業
務
用
と
し
て
料

亭
や
飲
食
店
で
使
用
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
一
般
で
は
松
山
の
百
貨

店
、
ネ
ッ
ト
販
売
の
他
虹
の
森
公

園
で
も
、
役
場
産
業
振
興
課
で
も

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
１

袋
２
束
入
り
（
２
０
０
ｇ
）
で
２

人
前
４
８
３
円
）

　
松
野
産
の
南
高
梅
が
こ
の
よ
う

な
か
た
ち
で
活
用
さ
れ
全
国
の
市

場
に
出
て
い
ま
す
。
町
内
の
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

南
高
梅
入
り

梅
そ
う
め
ん
販
売

結婚や就職、転職、退職など人生の節目には、届出が必要となります。

こんなとき

年金コーナー

国民年金の手続きをお忘れなく！
◇世帯数 1,957世帯（＋３世帯）
◇総人口  4,513人  （＋４人）
男2,144人　　女2,369人
（６月中の異動）

  出生   １ 人  死亡    ３人
  転入   12 人  転出    ６人

平成22年６月30日現在

行　事　予　定

８／ 13㈮　森の国の夏まつり
　【場所】虹の森公園周辺
　【内容】○ガーデンパーティー
　　　　　（16：30～ 21：00）
　　　　　○花火大会
　　　　　（第１部19：45～第２部20：55～）
　※荒天の場合は、８月15日㈰に延期

８／ 14㈯　吉野生地区盆踊り大会
　（19：00 ～／会場：吉野生多目的広場）

目黒生地区盆踊り大会
　（19：30～／会場：目黒基幹集落センター）

８／ 15㈰　豊岡前地区夏祭り
　（18：30 ～／会場：豊岡前集会所）

８／ 22㈰　分館対抗スポーツフェスティバル
　（８：30～会場：松丸スポーツ交流センター他）

町　の　人　口

発　行／松野町役場　　編　集／総務課　〒 798-2192　愛媛県北宇和郡松野町大字松丸343　☎0895－42－1111
URL:http://www.town.matsuno.ehime.jp/　　E-mail:m-soumu@town.matsuno.ehime.jp

ご
寄
付
お
礼

（
６
月
30
日
現
在
、
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

金
一
封
　
川
添
　
　
保
　
奥
野
川

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

富
　
岡
　
松
本
　
諶
容
　
　
90
歳

目
　
黒
　
豊
畑
ト
シ
子
　
　
83
歳

奥
野
川
　
河
添
　
保
雄
　
　
92
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）　
　
　（
出
生
児
）（
性
別
）

豊
　
岡
　
加
形
彰
朗
　
航こ
う

　
大だ
い

　
男

　
　
　
　
　
　
　
静

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

８月の休日当番医

年　月　日
宇　和　島　市

北　宇　和　郡
外　科　系 内　　　科　　　系

平成22年８月１日㈰ 植 木 整 形 外 科 医 院
堀端町　☎（22）0022

笹 岡 内 科
中央町　☎（24）3886

こ お り 小 児 科
中央町　☎（24）5633

溜 尾 整 形 外 科 医 院
吉田町　☎（52）3133

平成22年８月８日㈰ 福 島 胃 腸 科 外 科
和霊元町　☎（24）5588　

宇 都 宮 内 科 胃 腸 科
栄町港　☎（25）7228

やくしじこどもクリニック
泉　町　☎（24）1386

あ べ 医 院
津島町　☎（32）2616

平成22年８月15日㈰ し ま せ 医 院
保　田　☎（27）1888

わたなべハートクリニック
朝日町　☎（25）1717

山 下 小 児 科
堀端町　☎（23）0055

口羽外科胃腸科医院
津島町　☎（32）5000

平成22年８月22日㈰ 藤 田 整 形 外 科 医 院
鶴島町　☎（22）5635

くきた内科クリニック
中沢町　☎（26）2260

こ ば や し 小 児 科
長　堀　☎（23）1150

橋本内科クリニック
吉田町　☎（52）0808

平成22年８月29日㈰ ま す だ ク リ ニ ッ ク
伊吹町　☎（23）6611

沖 循 環 器 内 科 医 院
新田町　☎（25）3335

こ お り 小 児 科
中央町　☎（24）5633

鬼北町国保日吉診療所
鬼北町　☎（44）2250

どうする 届　出　先

会社を退職したとき 本人及び配偶者は国民年金に
加入の手続きをする 市町役場へ

結婚や退職等で配偶
者の扶養になったとき

第３号被保険者への種別変更
の手続きをする 配偶者の勤務先へ

第１号被保険者への種別変更
の手続きをする 市町役場へ

第３号被保険者となる手続きをする 配偶者の新しい勤務先へ

年金手帳をなくしたとき 再交付の手続きをする 第１号被保険者→市町役場へ
第３号被保険者→年金事務所へ

口座振替依頼・辞退書を提出する ご利用される金融機関または
年金事務所へ

住所が変わったとき 住所変更の手続きをする 第１号被保険者→市町役場へ
第３号被保険者→配偶者の勤務先へ

20歳になったとき 厚生年金・共済組合加入者以外
は国民年金に加入の手続きをする

第１号被保険者→市町役場へ
第３号被保険者→配偶者の勤務先へ

配偶者の扶養か
らはずれたとき

配偶者が就職したり、
会社をかわったとき

口座振替を開始・
停止・変更するとき

愛媛県　暴力団排除条例
平成22年８月１日施行

恐れない 金を出さない 利用しない

　この条例は、暴力団の排除に関し、基本理念を
定め、県及び県民等の責務を明らかにするととも
に、暴力団の排除に関する基本的施策、青少年の
健全な育成を図るための措置、暴力団員等に対す
る利益の供与の禁止等を定めています。

訂
正
お
詫
び

　
７
月
号
３
ペ
ー
ジ
に
名
前
の
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
　（
正
）
和
田
　
瑞
樹

　
　（
誤
）
和
田
　
綾
瀬

暴力団
を
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